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１．研究計画の概要 
 
1) 大規模な分散システムを健全に動作する
ことを可能とするための基盤ソフトウエ
アを構築する． 

2) センターを用いたアプリケーションを構
築するための基盤ソフトウエアを構築す
る． 

 
２．研究の進捗状況 
 
大規模な分散システムのモニタリングは今
後の分散システムの発展に必要不可欠であ
る．特に，システム内で発生している状態を
正確に把握することは重要な研究課題であ
る．本研究プロジェクトでは，将来の分散シ
ステムの状態をよりよく把握するためのツ
ールに関する研究開発をおこなっている．昨
年度までは，本プロジェクトでは以下に示す
研究をおこなってきた． 
 
1) mBrace と Ayaka という２つの基盤シス
テムを開発し，モニタリングのための基盤
を確立した．mBrace は Web アプリケー
ションの性能をモニタリングするための
ツールであり，Ayaka は各ホストの異常
の発生を検出するためのツールである．昨
年までは，これらのツールを作成し，いく
つかの有効性を示す実験をおこなった．現
状では，PHP等で記述された CGIベース
のアプリケーションのモニタリングが可
能であるが，今後は，Java で記述された
EJB ベースのアプリケーションのモニタ
リングに関しても検討をおこなう必要が
あることがわかった． 

2) センサーを利用した新しいアプリケーシ
ョンを構築し有効性を示した．また，それ
らのアプリケーションをエンドユーザが
容易に構築するためのツールを作成した．
これらの研究は著名な国際会議に論文が
採録され高い評価を得ている．また，アプ
リケーションとしてユーザの行動改変を
実現するプロトタイプシステムの開発を
おこなった．このアプリケーションは，ユ
ーザの行動を暗黙的にモニタリングして
ユーザに適度なフィードバックを返すこ
とにより，ユーザがよりよいライフスタイ
ルを実現するために行動を変更すること
を動機づける。 

 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
 
はじめの２年間，様々な要素技術を検討する
ことにより研究の方向性を明確にした．去年
は，はじめの２年間の経験をふまえて，基盤
となる２つのシステムの構築をおこなって
きた．特に，mBrace と Ayaka という２つのシ
ステムは従来提案されてきた方式よりも低
いオーバヘッドでモニタリングすることを
可能とする。これらのシステムは実際に大規
模なシステムのモニタリングを可能とする
実用的に利用可能なツールとなっている．ま
た，センサーを利用したアプリケーションに
関しては，多くの著名な学会に論文が採録さ
れた． 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
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去年開発した２つのツールをベースにそれ
らの情報を統合的に管理する新しいツール
の開発をおこなう．特に，今後は，大規模な
データセンタにおけるモニタリングを考慮
して今まで開発したツールの統合を検討す
る． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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